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多知波那神社拝殿と２基の石祠 

「天照皇大神」 雨宝童子座像 

雨
宝
童
子
座
像 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
加
賀
市
橘
町
は
北
国
街
道
の
橘
宿
が

あ
っ
た
場
所
で
、
石
川
県
最
南
端
の
宿
場
で
あ
っ

た
。
集
落
南
外
れ
の
街
道
沿
い
に
、
天
照
皇
大
神

を
祭
神
と
す
る
多
知
波
那
神
社
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。 

拝
殿
へ
登
る
石
段
の
右
手
前
に
、
二
基
の
石
祠

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
二
基
の
石
祠
は
同
じ
形
状

で
、
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
。
各
々
に
小
型
の
狛
犬
が

一
対
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
。 

 

左
の
石
祠
に
は
、
黒
塗
り
に
白
文
字
で
「
天
照

皇
大
神
」
と
書
か
れ
た
小
さ
な
石
柱
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
右
の
石
祠
に
は
、
丸
彫
り
の
雨
宝

童
子
座
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
雨
宝
童
子
は
、

右
手
に
宝
棒
を
、
左
掌
上
に
宝
珠
を
持
つ
の
で
あ

る
が
、
左
手
の
手
首
か
ら
先
が
欠
落
し
て
い
る
。

雨
宝
童
子
の
作
例
は
ほ
ぼ
全
て
が
立
像
で
あ
り
、

座
像
を
拝
見
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。 
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大
久
保
用
水
と
「
三
輪
日
賢
」
彰
徳
碑 

 

平
井 

一
雄 

 

国
道
41
号
線
と
旧
笹
津
線
の
間
の
道
路
、
今
は
旧
道
と
言
わ
れ
て
い
る
が
か
っ
て
の
国

道
で
富
山
市
と
大
久
保
町
、
大
沢
野
町
を
結
ぶ
古
く
か
ら
の
街
道
で
あ
っ
た
。
熊
野
川
を

越
え
た
高
台
が
塩
野
で
あ
り
、
そ
の
内
の
東
側
一
帯
を
大
窪
（
大
久
保
）
野
と
い
う
。 

大
久
保
野
は
元
来
、
小
石
混
じ
り
の
荒
地
で
、
松
原
の
中
を
飛
州
街
道
が
見
え
隠
れ
に

続
い
て
い
る
だ
け
の
寒
村
で
あ
っ
た
。
こ
こ
を
開
く
に
は
、
神
通
川
の
水
を
高
台
へ
引
き

上
げ
る
よ
り
他
な
く
難
工
事
の
た
め
、
富
山
藩
で
は
最
も
開
墾
の
遅
れ
て
い
た
所
で
あ
る
。

寛
保
元
年
、
笹
津
地
内
（
加
賀
藩
領
東
笹
津
坪
根
）
か
ら
取
水
の
案
が
出
た
が
実
現
せ
ず
、

よ
う
や
く
明
和
三
年
、
着
工
し
た
け
れ
ど
、
た
び
た
び
の
洪
水
で
損
失
甚
だ
し
く
、
天
明

二
年
に
至
り
再
工
事
を
始
め
た
。
し
か
し
天
明
八
年
に
関
係
十
村
（
と
む
ら
＝
庄
屋
）
役

が
こ
の
工
事
の
中
止
を
訴
え
出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
も
と
で
塩
野
に
は
い
く
ら
か

の
水
田
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

岡
崎
孫
治
郎 

そ
の
こ
ろ
、
任
海
村
（
富
山
市
）
に
岡
崎
孫
治
郎
と
い
う
人
が
い
た
。
孫
治
郎
は
こ
の

大
久
保
用
水
の
よ
う
す
を
見
て
、
自
分
な
ら
ば
、
さ
ら
に
五
百
石
あ
ま
り
の
水
田
を
開
く

自
信
が
あ
る
と
、
用
水
の
拡
張
工
事
を
行
う
こ
と
を
願
い
出
た
。
孫
治
郎
は
非
常
な
苦
労

を
重
ね
て
工
事
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
工
事
な
か
ば
に
し
て
、
し
ば
し
ば
大
洪
水
に
み
ま

わ
れ
、
で
き
か
か
っ
た
用
水
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
壊
さ
れ
た
。 

よ
う
や
く
用
水
ら
し
い
形
が
整
っ
た
と
こ
ろ
に
ま
た
も
洪
水
に
襲
わ
れ
用
水
は
見
る
も

無
残
な
す
が
た
に
な
っ
て
し
ま
い
、
さ
す
が
の
孫
治
郎
も
つ
い
に
用
水
の
開
拓
を
断
念
す

る
に
い
た
っ
た
。 

寛
政
十
二
年
富
山
藩
は
、
大
久
保
用
水
の
取
入
れ
口
の
大
改
修
を
行
う
こ
と
を
き
め
、

再
び
大
久
保
用
水
掘
り
の
工
事
を
始
め
た
。 

こ
の
た
め
、
次
第
に
住
民
も
増
し
、
ま
た
ま
た
用
水
量
の
不
足
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

そ
こ
で
文
化
三
年
幅
三
間
の
新
用
水
路
を
作
る
こ
と
に
し
た
。 

岡
田
屋
嘉
兵
衛
（
三
輪
日
顕
） 

こ
の
大
改
修
に
力
を
つ
く
し
た
の
が
岡
田
屋
嘉
兵
衛
、
後
の
三
輪
日
顕
で
あ
る
。
日
顕

は
延
享
四
年
富
山
中
野
新
町
に
生
ま
れ
た
。
西
町
で
米
穀
商
を
営
み
「
一
つ
と
や
一
つ
岡

田
屋
嘉
兵
衛
さ
ん
は
、
富
山
で
一
番
金
持
ち
で
」
と
か
ぞ
え
歌
に
ま
で
歌
わ
れ
る
分
限
者

で
、
藩
の
上
層
部
に
対
し
て
も
そ
の
財
力
で
隠
然
た
る
力
を
も
っ
て
い
た
。
富
山
藩
が
藩

財
政
の
建
て
直
し
を
賭
け
て
行
っ
た
文
化
年
間
の
大
久
保
開
拓
に
は
、
自
ら
願
い
出
て
御

開
方
上
締
役
と
な
り
、
東
大
久
保
に
千
石
高
の
新
開
願
を
出
し
て
、
現
地
に
跡
取
り
の
甚

次
郎
を
住
ま
わ
せ
、
作
人
を
使
っ
て
開
拓
を
進
め
た
。
人
足
４
０
０
０
人
も
使
っ
て
の
大

工
事
は
、
台
所
の
苦
し
い
富
山
藩
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
日
顕

は
、
従
来
飛
騨
へ
送
っ
て
い
る
塩
荷
を
更
に
倍
増
し
て
二
万
俵
と
し
、
そ
の
利
益
を
工
事

費
に
あ
て
る
こ
と
や
、
蝋
を
取
る
ハ
ゼ
の
木
を
畑
地
へ
植
え
て
利
を
あ
げ
る
こ
と
な
ど
を

献
策
し
た
。
こ
れ
ら
は
後
に
、
藩
が
幕
府
か
ら
の
命
令
だ
と
い
っ
て
増
税
し
た
こ
と
と
合

わ
せ
て
、
百
姓
の
恨
み
を
買
い
、
文
化
十
年
百
姓
一
揆
の
要
因
と
な
っ
た
。
富
山
藩
の
窮

状
を
み
か
ね
た
日
顕
は
、
尚
も
資
財
を
投
じ
て
、
こ
の
工
事
の
中
絶
廃
絶
を
憂
い
、
完
遂

の
為
に
献
身
し
た
の
で
あ
る
。 

新
し
い
用
水
路
は
、
幅
も
広
く
東
大
久
保
ま
で
伸
び
る
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。
熱
烈
な

法
華
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
日
顕
の
真
心
は
人
々
の
心
を
う
っ
た
。
満
願
の
日
に
神
通
川
の

水
が
用
水
に
流
れ
入
っ
た
。 

時
に
日
顕
六
七
歳
富
山
藩
の
将
来
を
思
い
大
久
保
開
拓
の
重
要
性
を
考
え
、
大
久
保
野

の
発
展
を
み
こ
し
て
幾
多
の
非
難
と
難
事
に
屈
せ
ず
、
遂
に
工
事
を
完
さ
せ
た
。
一
揆
（

文
化
十
年
百
姓
惑
乱
一
件
）
に
よ
っ
て
開
発
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
日
顕
は
、
千
石
開
願

の
内
四
百
石
で
終
わ
る
な
ど
財
政
負
担
が
多
く
、
富
山
一
の
分
限
者
も
漸
次
衰
え
て
い
っ

た
。 法

華
信
仰
は
益
々
厚
く
、
東
大
久
保
の
地
に
一
寺
（
五
穀
成
就
院
）
を
建
て
て
仏
恩
報

謝
の
生
涯
を
怠
り
な
く
つ
と
め
、
文
政
十
一
年
数
え
て
八
十
二
歳
で
没
し
た
。
富
山
市
立

像
寺
に
眠
る
。 

三
輪
日
顕
彰
徳
碑 

「
こ
れ
は
み
ん
な
に
憎
ま
れ
な
が
ら
、
自
分
の
財
産
さ
え
注
ぎ
込
ん
で
、
働
い
て
く
だ
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三輪日顕彰徳碑歌碑 

歌碑 三輪日顕彰徳碑 

さ
っ
た
日
顕
さ
ま
の
お
か
げ
だ
ぞ
い
」「
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
ど
う
だ
皆
の
衆
、
日
顕
様

の
ご
恩
を
孫
子
の
代
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
礼
の
言
葉
を
刻
ん
だ
石
碑
を
つ
く
ろ
う

で
は
な
い
か
」「
賛
成
だ
、
よ
し
お
ら
の
藩
内
で
一
番
の
学
者
先
生
に
そ
の
言
葉
を
作
っ
て

も
ら
お
う
」「
石
に
刻
む
字
も
、
一
番
の
先
生
に
書
い
て
も
ら
お
う
で
は
な
い
か
」
か
く
て

、
と
う
と
う
と
流
れ
る
大
久
保
用
水
の
ふ
ち
に
、
村
人
の
感
謝
の
念
を
こ
め
た
立
派
な
石

碑
が
建
て
ら
れ
た
。 

碑
文 

 

本
藩
処
士
三
輪
日
顕
翁
文
化
丙
寅
年
、
損
擲
収
穀
二
千
石
余
、
自
家
田
曁
黄
金
幾
千
両
、

以
懇
大
久
保
野
辟
公
田
七
十
九
万
余
畝
、
且
歳
輸
塩
干
飛
騨
、
此
皆
出
翁
所
創
謀
焉
鳴
呼

翁
処
士
也
、
而
為
国
興
利
強
本
恤
隣
、
可
謂
用
心
勤
哭
、
大
久
保
父
老
恐
翁
之
盛
烈
煙
滅
、

今
茲
庚
申
六
村
相
議
、
刻
石
樹
碑
微
記
千
余
、
余
因
為
記
其
由
云 

万
延
紀
元
庚
申
秋
九
月 

 
 

富
山
藩
文
学
兼
侍
講
栗
園
岡
田
淳
之
撰 

 
 

同
藩 

石
樵
小
西
有
斐
書 

歌
碑 

表 

 

神
通
川
た
え
ぬ
流
れ
を
引
入
れ
て 

 
 

志
お
の
の
里
に
開
く
千
町
田 

 
 
 
 
 
 
 

欢
堂
書 

裏 

 

昭
和
三
十
一
年
八
月
、
三
輪
日
顕
翁
彰
徳
碑
を
遷
座
し
、

そ
の
境
域
を
整
え
風
致
を
図
り
、
更
に
翁
の
孫
為
敦
氏
詠
の

歌
を
勅
し
一
碑
を
建
立
す 

 
 

大
久
保
用
水
土
地
改
良
区 

 
 
 
 
 
 
 

 

参
考
文
献 

 

郷
土
に
輝
く
人
び
と 

 
 
 
 

昭
和
四
九
年
三
月
発
行 

大
久
保
地
区
上
大
久
保
郷
土
誌 

平
成
元
年
発
行 

大
久
保
風
土
記 

 
 
 

昭
和
四
七
年
十
一
月
発
行 

富
山
市 

 
 
 
 
 
 

明
治
四
二
年
発
行 

富
山
県
教
育
史 

上 
 

昭
和
四
六
年
発
行 

ま
な
ぶ
展
図
録 

 
 
 

平
成
六
年
十
月
発
行 
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石
造
涅
槃
図 

 

滝
本 

や
す
し 

  

涅
槃
図
と
は
釈
迦
の
入
滅
を
描
い
た
も
の
で
、
通
常
は
軸
装
さ
れ
て
涅
槃
会
に
用
い
ら

れ
る
。
人
物
や
動
物
が
多
数
描
か
れ
、
大
型
の
掛
軸
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
涅
槃

図
を
石
造
で
製
作
し
た
場
合
も
大
型
と
な
る
た
め
、
作
例
は
少
な
い
。 

 

①
富
山
県
滑
川
市
四
間
町 
曹
洞
宗
徳
城
寺 [

平
成
後
期] 

 

本
堂
左
手
前
の
小
堂
に
、
丸
彫
り
の
釈
迦
と
浮
彫
り
の
十
六
羅
漢
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
小
堂
は
平
成
の
終
わ
り
頃
に
建
て
直
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
丸
彫
り
釈
迦
像
の

背
後
に
新
し
い
石
造
涅
槃
図
が
納
め
ら
れ
た
。 

 

②
富
山
県
高
岡
市
伏
木
古
府 

曹
洞
宗
正
法
寺[

昭
和
七
～
十
三
年] 

 

昭
和
七
年
に
、
道
前
泰
貫
に
よ
っ
て
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
本
尊
を
模
し
た
伏
木
八

十
八
霊
場
石
仏
群
の
造
立
が
始
ま
っ
た
。
同
十
三
年
に
完
成
し
、
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
創

建
さ
れ
た
。 

 

第
九
番
の
丸
彫
り
釈
迦
涅
槃
像
の
周
囲
に
、
同
じ
く
丸
彫
り
の
人
物
や
動
物
が
配
さ
れ

て
い
る
。 

 

③
石
川
県
七
尾
市
笠
師 

曹
洞
宗
大
覚
寺[

大
正
十
一
～
十
五
年] 

 

境
内
の
山
中
に
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
本
尊
を
模
し
た
北
國
八
十
八
ヶ
所
霊
場
が

造
ら
れ
て
い
る
。
四
国
霊
場
の
本
尊
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
置
か
れ
て
い
る
。
四
国
ま
で

行
け
な
い
人
達
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
大
正
十
一
年
に
起
工
、
同
十
五
年
に
完
成

し
た
。 

第
九
番
の
丸
彫
り
釈
迦
涅
槃
像
の
背
後
に
、
多
く
の
人
物
や
動
物
が
彫
ら
れ
た
石
板
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
丸
彫
り
の
涅
槃
像
が
手
前
に
あ
る
の
で
、
石
板
に
は
涅
槃
像
が
彫
ら

れ
て
い
な
い
。 

④
福
井
県
福
井
市
西
木
田
４
丁
目 

曹
洞
宗
泰
清
院[

享
保
十
年] 

足
羽
一
丁
目
の
金
毘
羅
山
怒
相
院
に
建
て
ら
れ
て
い
た
石
室
で
、
平
成
十
六
年
頃
に
現

在
地
へ
と
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
室
に
は
釈
迦
涅
槃
図
が
彫
ら
れ
た
角
板
が
納
め
ら
れ

て
お
り
、
正
面
の
扉
は
欠
損
し
て
い
る
。
角
板
は
高
さ
92

cm
、
幅
73

cm
で
、
中
央
上
部

で
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
福
井
地
震
の
際
に
破
損
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
室
背
面
に
、

次
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

享
保
十
乙
巳
三
月
十
五
日 

三
界
萬
霊
等 

木
田
中
町
之
住
／
施
主
造
立
之
／
月
尾
氏 

石
工
／
久
野
又
助 

 

⑤
福
井
県
南
越
前
町
新
道 

殿
城
庵[

推
定
元
禄
年
間] 

新
道(

旧
鹿
蒜
村
新
道)

の
山
中
に
殿
城
庵
と
称
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
、
畳
四
畳
ほ
ど
の

建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
五
輪
塔
や
板
碑
な
ど
が
点
在
し
て
お
り
、
こ
こ
は

殿
城
庵
と
い
う
寺
院(

仏
堂)

が
あ
っ
た
場
所
の
よ
う
で
あ
る
。
建
物
の
内
部
に
は
、
十
王
、

奪
衣
婆
、
懸
衣
翁(

以
上
木
造
十
二
躯)

、
慈
恵
大
師
、
六
地
蔵
、
青
面
金
剛
と
二
童
子
、

阿
修
羅
王
、
地
蔵
、
釈
迦
涅
槃
図
、
地
蔵
、
狛
犬
、
猿
像
、
地
蔵
、
薬
師
如
来
と
十
二
神

将
、
角
大
師
と
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
牛
乗
り
大
日
、
弘
法
大
師
、
僧
形
像(

以
上
石
造

十
六
躯)

、
多
数
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
板
、
経
櫃
、
卒
塔
婆
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

釈
迦
涅
槃
図
は
横
長
の
大
き
な
板
状
の
凝
灰
岩
に
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
下
方
の
動
物

た
ち
は
線
彫
り
で
あ
る
。
高
さ
60

cm
、
幅
90

cm
。
厚
さ
は
わ
ず
か
数
cm
で
あ
り
、
自
立

で
き
な
い
。
石
室
内
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
法
や
、
建
物
内

に
い
っ
し
ょ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
年
紀
名
の
あ
る
他
の
石
造
物
か
ら
、
元
禄
年
間
の
作
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
一
般
的
な
涅
槃
図
に
み
ら
れ
な
い
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。 

・
釈
迦
の
周
囲
に
沙
羅
双
樹
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。 

・
雲
に
乗
っ
て
駆
け
付
け
た
麻
耶
夫
人
や
阿
那
律
尊
者
な
ど
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。 

・
上
部
の
左
右
に
日
月
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

・
神
像
が
多
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
仏
習
合
の
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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富山県滑川市四間町 曹洞宗徳城寺 富山県高岡市伏木古府 曹洞宗正法寺 

石川県七尾市笠師 曹洞宗大覚寺 

福井県福井市西木田４丁目 曹洞宗泰清院 福井県南越前町新道 殿城庵 
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井
波
石
工
に
つ
い
て 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
砺
波
市
庄
川
町
の
明
治
の
名
工
森
川
栄
次
郎
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
研
究
は

進
ん
で
い
る
。
森
川
に
つ
い
て
は
そ
の
墓
碑
に
よ
り
、
一
生
の
間
一
千
体
の
石
仏
を
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
森
川
を
先
行
し
て
、
井
波
石
工
に
関
し
て

は
系
統
だ
っ
た
調
査
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
私
自
身
の
怠
慢
で
も
あ
る
が
、
現

在
の
調
査
の
中
間
報
告
と
し
て
、
発
表
し
た
い
。 

ま
ず
井
波
石
工
と
金
屋
石
工
の
系
譜
に
つ
い
て
年
表
に
し
た
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

  

和
歴 

 
 
 

西
暦 

 
 
 

事
項 

 

享
保
十
八
年 

１
７
３
３ 

 

石
山
希
望
者
に

1
5
0

匁
の
役
銀
と
ひ
き
か
え
で
採
掘
さ

せ
た
。
以
後
採
掘
権
は
、
特
定
の
人
に
与
え
ら
れ
売
買

の
対
象
に
な
っ
た
。（
「
町
中
末
々
困
窮
に
付
助
成
願
書
」

Ｐ3
0｡

『
井
波
町
史
下
巻
』
Ｐ1

1
3

） 

 

延
享
元
年 

 

１
７
４
４ 

 

三
合
新
の
千
光
寺
石
塔
に
「
石
工
井
波
善
太
郎
」
が
作

る
。 

 
 
 

五
年 

 

１
７
４
８ 

 

「
石
仏
出
来
開
眼
井
波
石
屋
作
」（
『
医
王
は
語
る
』
Ｐ

3
8
7

・
福
光
町
法
船
寺
文
書 

 

天
明
七
年 

 

１
７
８
７ 

 

新
た
に
石
山
を
開
き
、
北
川
村
の
石
屋
善
太
郎
に
一
年

銀
二
十
匁
で
採
掘
権
を
与
え
た
。
（
「
石
切
山
請
場
所
詮

議
願
書
」
『
井
波
町
史
』
Ｐ496

） 

 

享
和
三
年 

 

１
８
０
３ 

 

石
工
伊
右
衛
門
と
清
左
衛
門
石
切
り
場
境
争
論
一
件

（
井
波
肝
煎
文
書
） 

 

文
化
三
年 
 

１
８
０
６ 

 

「
石
工
四
人
御
座
候
」（
井
波
肝
煎
文
書
） 

七
年 

 

１
８
１
０ 

 

石
山
の
採
掘
者
は
、
甚
右
衛
門
、
か
じ
屋
又
兵
衛
、
義

右
衛
門
、
清
次
郎
、
平
蔵
、
が
あ
る
。（
井
波
肝
煎
文
書
） 

文
化
十
四
年 

１
８
１
７ 

 

金
屋
村
庄
兵
衛
が
越
前
の
国
の
石
工
に
つ
い
て
仏
神
彫

刻
の
修
業
を
す
る
。（
「
青
島
村
地
蔵
縁
記
」） 

 

文
政
二
年 

 

１
８
１
９ 

甚
右
衛
門
が
小
矢
部
市
経
田
に
石
仏
「
阿
弥
陀
如
来
」
を

作
る
。 

 
 
 

七
年 

 

１
８
２
４ 

金
屋
岩
黒
村
庄
兵
衛
兄
弟
不
法
の
石
切
り
一
件
（
井
波
肝

煎
文
書
） 

 

天
保
二
年 

 

１
８
３
１ 

砺
波
市
太
田
金
比
羅
社
の
灯
篭
に
「
京
坂
庄
兵
衛
」
と
あ

る
。 

 
 
 

八
年 

 

１
８
３
７ 

井
波
町
甚
兵
衛
は
所
有
し
た
石
切
り
場
の
半
分
を
銭
二
三

貫
で
石
屋
和
兵
衛
に
売
り
、
石
山
役
銀
三
匁
一
分
あ
ま
り

を
上
納
す
る
よ
う
伝
え
た
。（
井
波
肝
煎
文
書
） 

 
 
 

十
三
年 

１
８
４
２ 

善
太
郎
家
は
、
代
々
採
石
に
あ
た
っ
た
が
、
他
の
人
々
が

勝
手
に
石
を
切
り
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
善
太
郎
は
、

石
山
銀
を
納
入
し
て
い
る
の
に
詮
な
い
と
嘆
き
、
上
納
金

の
返
却
を
請
求
し
た
。（「
井
波
肝
煎
文
書
） 

 
 
 

十
四
年 

１
８
４
３ 

こ
の
年
以
来
金
沢
城
修
築
工
事
に
金
屋
石
を
使
う
。『
庄
川

町
史
』
Ｐ199

（
高
岡
木
町
文
書
）
海
上
輸
送
に
は
、
銭
屋

五
兵
衛
が
当
た
る
。
文
久
二
年(1862)

の
ま
で
の
二
十
年

続
く
。 

 
 
 

十
五
年 

１
８
４
４ 

石
屋
平
四
郎
が
所
有
し
た
石
切
り
場
を
銭
六
貫
文
で
石
屋

次
郎
右
エ
門
に
売
り
、
石
山
役
銀
○
こ
の
こ
ろ
に
金
屋
石

の
採
掘
が
始
ま
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

金
屋
村
庄
兵
衛
が
山
田
村
鍋
谷
村
の
牛
嶽
社
の
ご
神
体
を

作
る
。 

弘
化
元
年 

 

１
８
４
４ 

四
匁
一
分
あ
ま
り
を
上
納
す
る
よ
う
伝
え
た
。
（「
井
波
肝

煎
文
書
） 

 
 
 

二
年 

 

１
８
４
５ 

石
山
の
採
掘
者
は
、
北
川
村
に
は
茂
兵
衛
、
長
左
衛
門
、

甚
右
衛
門
、
甚
左
衛
門
、
次
兵
衛
松
島
村
に
清
右
衛
門
、

伊
右
衛
門
、
が
い
た
。
（
『
井
波
町
史
下
巻
』
Ｐ528)

金
屋

岩
黒
村
に
は
、
伊
右
衛
門
、
六
兵
衛
、
與
三
郎
、
伝
右
衛

門
、
兵
三
郎
、
庄
兵
衛
、
久
次
郎
、
栄
次
郎
の
六
軒
の
石

屋
が
あ
る
。（『
庄
川
町
史
』
下
巻
Ｐ199

「
村
々
諸
商
売
書

出
帳
」
弘
化
二
年
） 

 

嘉
永
元
年 

 
１
８
４
８ 

黒
部
市
の
布
施
山
開
き
の
内
、
竜
の
口
の
石
樋
が
、
金
屋

岩
黒
村
よ
り
い
く
。「
黒
部
市
石
田
川
端
家
文
書
」 
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井波石工作石造物（造像年順）   令和 3年 8月 1日現在 

井波石工常川五市郎の不動明王 

 
 
 

五
年 

 

１
８
５
２ 

庄
金
剛
寺
村
伝
右
衛
門
ら
か
ら
、
勝
手
に
石
材
を
採
掘
さ

れ
て
は
困
る
と
の
訴
え
を
出
す
。
し
か
し
御
用
石
の
搬
出

は
従
来
通
り
に
な
る
。『
庄 

川
町
史
』
Ｐ203 

 

安
政
二
年 

 

１
８
５
５ 

「
井
波
請
地
石
切
り
場
譲
渡
一
件
」（
井
波
肝
煎
文
書
）
北

川
村
石
屋
弥
三
郎
か
ら
宗
太
郎
へ
、 

 
 

 

二
年 

 
 
 
 
 
 

金
屋
庄
兵
衛
が
、
太
田
の
十
一
面
観
音
を
作
る
。（
中
筋
往

来
） 

 
 

 

三
年 

 

１
８
５
６ 

福
野
町
八
塚
の
地
蔵
に
「
石
工
儀
平
」
の
銘
が
あ
る
。 

 

文
久
二
年 

 

１
８
６
２ 

富
山
藩
八
尾
の
奥
野
積
山
の
三
ケ
用
水
拡
張
工
事
を
、
青

島
村
の
伝
四
郎
ら
が
請
負
う
。（
『
庄
川
町
史
』
Ｐ207

） 

 
 

 

三
年 

 

１
８
６
３ 
福
野
町
南
町
準
提
寺
に
「
作
井
波
石
工
七
治
郎
」
の
石
龕

あ
る
。 

 

慶
応
二
年 

 

１
８
６
６ 

井
波
町
今
里
神
明
宮
に
「
井
波
石
工
七
次
郎
」
の
不
動
明

王
の
石
仏
が
あ
る
。 

 

井
波
金
屋
石
工
の
系
譜
年
表
を
通
観
す
る
と
、
井
波
石
工
の
流
れ
が
理
解
で
き
る
。
さ

て
、
井
波
石
工
に
お
け
る
石
仏
の
造
立
も
、
実
に
顕
著
な
の
で
あ
る
。
現
在
分
か
り
得
る
。 

 

石
工
名
の
あ
る
石
仏
の
一
覧
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

          

№ 石工名 種別 和暦 西暦 所在地 

1 井波石工善太郎 石塔 延享元年 1741 砺波市三合新 

7 石工甚右衛門 阿弥陀如来 文政二年 1819 小矢部市経田 

31 石工當國砺波郡井波住常川五市郎 不動明王 嘉永四年五月吉日 1851 氷見市長坂光西寺 

8 石工儀平 地蔵 安政三年 1856 南砺市八塚バス停横（福野町） 
4 作井波石工七治郎 石龕仏 文久三癸亥三月中旬 1863 南砺市福野町南町准胝寺（福野町） 
5 井波石工七次郎 不動明王 慶応二年正月 1866 南砺市今里神明宮（井波町） 
27 石匠 常川義太郎 狛犬 明治十七年四月 1884 南砺市利賀村上百瀬神明宮 

11 石工井波岩崎弥吉 地蔵 明治四十一年 1908 南砺市三清（福野町） 
15 井波町石工岩崎弥吉 戦没碑 明治四十二年 1909 南砺市末松（城端町） 
17 井波岩崎弥吉 彰功碑 明治四十二年四月 1909 南砺市末松神社（城端町） 
37 石工 井波町 森□□□ 狛犬 明治四十三年九月 1910 南砺市梅ヶ島富士社 

20 井波 石工弥三郎 狛犬 明治四十四年八月廿六日 1911 南砺市高儀神明社 

29 石工常川茂太郎 狛犬 大正十年 1911 南砺市院林日吉神社（福野町） 
21 井波 石工弥三郎 狛犬 明治四十五年春 1912 南砺市野新神明宮 

23 作人井波岩崎弥五郎 聖観音 大正二年八月十七日 1913 南砺市安居安居寺（福野町） 
12 石工井波岩崎弥吉 狛犬 大正六年 1917 南砺市桐木神明宮（福野町） 
14 石工 井波岩崎弥吉 狛犬 大正六年 1917 南砺市桐木神明宮（福野町） 
30 石工 常川茂太郎 狛犬 大正六年春 1917 南砺市院林日吉神社（福野町） 
28 井波作人常川義太郎 聖徳太子２歳像 大正八年四月廿一日 1919 南砺市安居安居寺（福野町） 
34 石工 井波森野善四郎 狛犬 大正八年八月二十九日 1919 南砺市野原神明宮 

35 石工 井波森野善四郎 狛犬 大正十年九月 1921 南砺市広安平田神社 

36 石工 井波森野善四郎 狛犬 大正十年九月 1921 南砺市平田神社（福野町） 
32 井波町石工森野善四郎 狛犬 大正十二年九月 1923 砺波市庄川町示野神明社 

18 井波 岩サキヤ吉 如意輪観音 大正十年六月二日法名釈尼智察 1924 砺波市伏木谷 

33 石工 井波町 森野善四郎 狛犬 大正十五年 建之 1926 砺波市庄川町三谷水宮社 
24 石工井波岩崎 如意輪観音 昭和三年 1928 南砺市沖（井波町） 
25 石工井波岩崎 如意輪観音 昭和三年十二月二十日 1928 南砺市沖（井波町） 

16 作人井波岩崎弥吉 不動明王 昭和五年 1930 南砺市高屋古宮（井波町） 

10 彫刻師野村仁三郎 聖観音 昭和三十一年 1956 砺波市荒高屋 

2 井波石工善太良 地蔵 なし ― 砺波市芹谷千光寺 

3 石工井波善太郎 葷酒塔 なし ― 砺波市芹谷千光寺 

6 石工甚右衛門 地蔵 なし ― 南砺市野尻石武雄神社隣（福野町） 
9 井波町野村孫作 弘法大師 なし ― 富山市東猪谷 

13 石工 井波石崎弥吉 狛犬   ― 南砺市桐木神明宮（福野町） 
19 石工 井波弥三郎作 聖観音   ― 砺波市原野 

22 井波町石工岩崎弥五郎 聖観音 なし ― 南砺市安居安居寺（福野町） 
26 井波町石工常川義太郎 十一面観音 なし ― 南砺市雨潜神明社（福野町） 
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北陸石仏の会 第６１回例会 

―高岡市伏木の石仏めぐり― 
令和３年１０月１０日(日) 

 

参 加 費：１０００円（準備費用・資料代） 

集合場所：車で来られる方  ＪＲ伏木駅……………８時１０分、駅前観光駐車場利用 

列車で来られる方 ＪＲ越中国分駅………８時３０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和３年９月３０日(木) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

高岡駅８時０７分発普通列車氷見行き→伏木駅８時２１分発→越中国分駅８時２４分着 

 

見学予定 <全行程徒歩、約１０km> 

○越中国分駅出発 

①伏木国分２丁目 天満社／半跏地蔵 

②伏木一宮１丁目 越中国分寺跡／四国霊場石仏、半跏地蔵、弘法大師千回御忌報恩塔 

③伏木一宮１丁目 路傍／中世石造物群(如来形座像など) 

④伏木古府 曹洞宗正法寺／四国霊場石仏など 

⑤伏木古府元町 曹洞宗長徳寺／青面金剛(庚申)、如来形座像 

⑥伏木古府１丁目 曹洞宗梅林寺／准胝観音、双体地蔵、半跏地蔵 

⑦伏木古府１丁目 路傍／聖徳太子二歳像 

⑧伏木古府１丁目 法華宗柳重寺跡／不動明王 

⑨伏木古府２丁目 路傍／不動明王、金剛界大日如来、地蔵 

⑩伏木古国府 路傍／馬頭観音 

⑪伏木古府２丁目 八幡社／狛犬 

⑫伏木東一宮 高野山真言宗光暁寺／「水天」、不動明王、弘法大師 

⑬伏木東一宮 伏木神社／狛犬 

⑭伏木東一宮 水神公園／「水神」、不動明王、准胝観音 

⑮伏木東一宮 浄土宗念佛寺／如意輪観音、准胝観音 

⑯伏木本町 浄土宗伏木教会／光導名号塔、地蔵 

○伏木駅到着解散 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 

 令和３年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


